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こちら町長室×平成 27 年度まちづくり

　さて、わが国の経済状況は、昨年４月消費税引き上げ
後の景気の低迷、急速な少子高齢化に伴う社会保障費の
増加や累積する赤字国債、リーマンショック後の経済へ
の対応などが影響し、極めて厳しい状況下にあるのでは
ないかと思います。
　国は、「経済の好循環」を確かなものとし、地方の景
気回復の実感を行き渡らせるため、地方創生を最重要課
題と位置づけ、地方への多様な支援と「切れ目」のない
施策として、まち・ひと・しごと創生「長期ビジョン」
と「総合戦略」に全力で取り組んでいるところです。
　このような状況を踏まえ、国の平成27年度の一般会
計予算、96兆3,420億円は、「中期財政計画」に基づき、

平成26年度予算に続き国内外の経済社会情勢の変動に
対応したメリハリのついた予算となっており、施策の優
先順位の洗い直し、各分野における無駄な経済削減の取
組が決定されています。
　大任町におきましても依然として自主財源が乏しく、
歳入の多くを地方交付税や交付金などに頼らざるを得
ない財政体質であります。平成26年度におきましては、
継続して大任町の自立促進を図るため、道の駅「おおと
う桜街道」を核とする事業として、ドッグラン施設、し
じみ養殖場、納豆等加工施設整備事業を推進することが
できました。
　また教育分野では、昨年９月に町内３校を完全給食と
する学校給食センターの稼働、国公立大学への進学に向
け田川地区中等教育環境整備検討委員会の立ち上げを行
いました。また、引き続き「おおとう未来塾」による児
童生徒の学力の底上げを図っているところです。
　平成27年度におきましても、更なる地域の活性化に
向け、社会福祉や学力向上を念頭に置き、無料の公的塾

「おおとう未来塾」や、老朽化した町営住宅の建て替え、
道路整備事業などを継続し、新たに、子ども子育て支援
の一環として小中学生を対象に医療費無料化などの予算
を計上しております。
　平成27年度本町の一般会計の予算規模は、前年度と
比較して4,092万８千円減額の、総額約39億5,182万3
千円となっています。
　今後も、町を素晴らしいものにしていこうと職員とも
ども知恵を絞り、私も誠心誠意力を尽くして行く所存
でございますので、一層のご理解とご協力をお願い申し
上げます。

ドッグラン施設 しじみ養殖場

おおとう未来塾 町営住宅

平成27年度予算総額
51億934万円

前年度予算　19億1,310万円
対前年度比【▲60.5％】

特別会計とは、特定の歳入・歳出を一般会計と区別して経
理する会計です。主にみなさんが支払う保険税や水道

代などでまかなわれています。
　国民健康保険事業特別会計は、保険財政共同安定化事業に伴う
歳入歳出増加のため、3,000万円以上の増額。そして、水道事業会
計は、平成26年度で浄水場や加圧ポンプなどの改修工事を終えた
ため、約８億円の減額となりました。

　本年度の一般会計予算は昨年度と比べ、約 4,092
万円減額し、歳出削減に力を入れた当初予算を編成。
特別会計をあわせた予算総額、約 51 億 934 万円
で平成 27 年度のまちづくりに取り組んでいきます。

本年度 対前年度比
国民健康保険事業
特別会計 ９億5,307万円 3,640万円

後期高齢者医療
特別会計 6,600万円 767万円

水道事業会計 １億3,845万円 －７億9,275万円

特別会計予算　11億5,752万円

歳出は、使用する目的によって民生
費（老人福祉や子育て支援などに

使われるお金）や公債費（道路や公園、町営
住宅などを整備するときに借りたお金の返済
に使われるお金）、土木費（道路や町営住宅
などの整備や維持管理に使われるお金）など
の各項目に分けられます。本年度は、道の駅
おおとう桜街道の集客数増加を目指すドッグ
ラン施設に必要となる駐車場整備の予算を計
上。今後も計画的な経費削減を図りながら、
より良いまちづくりに取り組んでいきます。

■民生費		 	 　　　　10億6,690万円
■公債費		 	 　　　　10億5,337万円
■土木費		 	 　　　　５億2,356万円
■総務費		 	 　　　　４億7,949万円
■教育費		 	 　　　　２億1,770万円
■衛生費		 	 　　　　２億1,276万円
■農林水産費	 	 　　　　１億4,276万円
■消防費		 	 　　　　　　9,527万円
■議会費		 	 　　　　　　7,886万円
■諸支出金	 	 	 　　7,161万円
■その他		 	 　　　　　　  954万円

歳入は、町税など自主的な収入にな
る「自主財源」と、国や県により

定められた額を交付されたり、割り当てられ
たりする「依存財源」の２つに分けられます。
この自主財源が多いほど行政活動の自主性と
安定性を確保することができます。

前年度と比べ本年度は、町の借金であ
る地方債が約２億79万円の減額

となりましたが、町の貯金である基金からの
繰入金が１億4,390万円の増額となり、厳し
い財政運営が求められています。

一般会計予算　39億5,182万円

■繰入金		 	 　　　　４億2,512万円
■町税	 	 	 　　　　３億5,543万円
■使用料及び手数料	 　　　　１億　24万円
■諸収入		 	 　　　　　　4,288万円
■分担金及び負担金	 　　　　　　4,204万円
■その他		 	 　　　　　　2,375万円
自主財源		 　　　　　　　　９億8,946万円
■地方交付税	 	 　　　　17億2,930万円
■地方債		 	 　　　　４億5,970万円
■国庫支出金	 	 　　　　４億4,455万円
■県支出金	 	 　　　　２億3,411万円
■地方消費税交付金	 　　　　　　4,839万円
■地方譲与税	 	 　　　　　　2,718万円
■その他		 	 　　　　　　1,913万円
依存財源		 　　　　　　　　29億6,236万円

自主財源（25％）
依存財源（75％）
（  ）内は構成比

地方債（借金）残高

区分 平成 25 年度末 平成26年度末（見込）

一般会計 103億9,279万円 101億2,610万円

区分 平成 25 年度末 平成26年度末（見込）

一般会計 26億9,486万円 30億5,004万円

基金（貯金）総額
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職員人事異動
異動・昇格【４月１日付】※敬称略

■課長・主幹
▶�総務企画財政課長　鈴木 学（総務企画財政課企画財政課長）
▶�税務課長　二宮 達夫（事業課長）
▶�住民課長（今任町民会館館長）　桑野 敏朗（教育課第１課長）
▶�事業課長　鈴木 康裕（水道課長）
▶�産業経済課長 兼 特産品開発課長　田丸 広一（特産品開発課長）
▶�水道課長　奥永 義秀（産業経済課主幹）
▶�教育課第１課長　杉原 博文（総務企画財政課企画財政課長補佐）
▶�教育課第２課長　矢吹 伸二（総務企画財政課総務主幹）
▶�産業経済課 兼 特産品開発課主幹 兼 水道技術管理者

　�松本 英明（特産品開発課課長補佐 兼 水道課）
■課長補佐・係長
▶�住民課第１課長補佐 兼 福祉係長（島台隣保館館長） 兼 おお

とう桜街道指導員　楠木 英二（特産品開発課係長 兼 給食・

納豆センター所長）
▶��住民課第２課長補佐 兼 国保 ･年金係長　内村 幸男（総合福

祉センター所長）
▶�事業課課長補佐 兼 土木住宅係長　藤本 秀一（事業課住宅係長）
▶�総務企画財政課総務係長　山﨑 輝開（総務企画財政課総務主査）
▶�住民課係長（今任町民会館）　内田 克代（住民課第 2島台隣

保館）
▶�産業経済課係長 兼 特産品開発課係長　岩本 典久（事業課土木

係主査）
▶�教育課社会教育係長　穂束 賢一（教育課係長）
▶�教育課学校教育係長 兼 学校給食センター所長　岩下 啓一

（住民課第２係長 兼 大任町B＆G海洋センター）
▶�教育課社会教育係長（ふるさと館館長）　志満 紀郎（住民課

第１係長 兼 ふるさと館館長）
■主査
▶��総務企画財政課財政係　神﨑 恵（総務企画財政課会計係）
▶��総務企画財政課給与係　水田 雅美（総務企画財政課付出向）

▶�教育課社会教育係（ふるさと館）　盛坪 清子（総合福祉センター）
■主事など
▶�総務企画財政課会計係　松本 幸子（総務企画財政課総務係）
▶�総務企画財政課会計係　鶴我 香織（総務企画財政課給与係）
▶��総務企画財政課企画係　荒木 直也（事業課土木係）
▶�総務企画財政課電算係　山下 広太郎（税務課）
▶��住民課福祉係　藤村 正宏（住民課第 2付出向）
▶��住民課衛生係　鍋田 祐貴（水道課）
▶�住民課（島台隣保館）　沖島 圭子（税務課）
▶�事業課土木係　小田 健二（教育課社会教育係）
▶�事業課住宅係　宮本 康生（住民課第２国保係）
▶��産業経済課　西藤 宏輔（事業課住宅係）
▶��税務課　山﨑 寛子（住民課第２国保・年金係）
▶�水道課　丹村 宰（住民課第１衛生係）
▶�水道課　奥永 由加利（議会事務局）
▶��教育課学校教育係　溜渕 裕介（総務企画財政課企画係）
▶�社会福祉協議会出向　佐々木 一成（総合福祉センター）
▶�社会福祉協議会出向　松本 宏介（総合福祉センター）

退職者【３月 31 日付】※敬称略

▶��総務企画財政課総務課長　渡辺 博樹
▶�税務課長　安武 英明
▶�産業経済課長　米丸 修
▶�住民課長　金子 恵一
▶�教育課第 2課長　白川 久幸
▶�住民課第２主幹　杉原 廣行
▶�総務企画財政課係長　中 可代
▶�住民課第２係長　友原 千代美

新規採用職員【４月１日付】※敬称略

▶�総務企画財政課企画係　安武 洸二
▶�住民課（国保 ･年金係）　浦野 将太朗
▶�産業経済課　永原 太心
▶�特産品開発課　坂東 夢美
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ま
た
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コ
ー
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町
内
外
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多
く
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援
を
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大
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と
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号
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り
、
大
人
か
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ど
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と
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。

▲一番早くスタートする２㎞の参加者たち ▲唯一南向きのスタートになる５㎞の出走者たち ▲長い道のりを黙々と走る10㎞のランナーたち

▲元気に選手宣誓をする大任小学校の児童

▲大勢の人でにぎわいを見せた抽選会

▲一等（５万円の商品券）の抽選を行う永原町長

第 25 回花としじみの里おおとうマラソン
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まちの話題問 総務企画財政課 広報係　☎ 63・3000

　広報おおとう２月号でお知らせした通り、サボテンハウ
スでは、１月～３月の期間でサボテンの植え替えを行いま
した。作業の内容は、土壌改良（用土や肥料の補充）、レ
イアウトの変更などを行い、サボテンたちも順調に元気を
取り戻しています。
　植え替えられたサボテンは、これからグングン成長し、
花が咲き始めます。生まれ変わったサボテンハウスにお越
しください。元気になったサボテンたちが皆さんのお越し
をお待ちしています。

サボテンたちがお出迎え
サボテンの植え替え完成

▼キレイになったサボテンハウスに是非お越しください

　昨年８、９月に開催された世界の昆虫展で出品の標本、
70 箱がふるさと館に寄託されました。寄託者は昆虫愛好
家の竹下 富

ゆたか
氏（北九州市）。

　標本は、日本に生息するカミキリムシ９５０種のうち、
７００種余りの他、クワガタムシやカブトムシなども含み
ます。カミキリムシは、これだけまとまった資料を保管し
ている資料館はないだろうと言われるほど貴重なもので
す。竹下さんは「貴重な資料なので、しっかりと保管をし、
活用を図ってください」と話していました。

初めて目にする昆虫たち
貴重な昆虫標本を寄託

▲標本整理後、ふるさと館で公開活用を図っていきます

　３月 24 日、役場庁舎前で献血が行われ、31 人が献血
の協力をし、約 12 リットルの血液が集まりました。献血
とは、病気や怪我で輸血を必要としている患者さんのため
に、健康な人が血液を提供するボランティアです。輸血に
使われる血液は、みなさまの善意の献血により支えられて
います。
　会場では、上田川ライオンズクラブから献血協力者全員
に生卵が手渡されました。

善意で救われる命がある
大任町役場で献血を実施

▲多くの人の命を救う献血に笑顔で協力する役場職員

　３月 16 日、レインボーホールで第 27 回おどり愛好会
発表会が開催されました。会場には町内外から多くの人が
訪れ、にぎわいを見せていました。
　開会式では代表者の中村嘉子さんが「ここまでこられた
のも多くの人の支えがあったからです。会員一同感謝の気
持ちでいっぱいです。」とあいさつ。その後、出演者たち
は積み重ねてきた練習の成果をステージ上で披露し、客席
からは出演者たちに温かい拍手が送られていました。

磨き抜かれた華麗な舞
第27回おどり愛好会発表会

▼さまざまな舞に酔いしれ、大きな拍手が送られていました

　３月19 日、第３回大任町学校給食センター運営委員会を
開催し、その中で、児童生徒を対象に実施した平成 26 年度
の給食に係るアンケート結果の報告や課題の検討、給食の試
食などを行いました。アンケートでは「給食はおいしいです
か」という質問に対して約 97％の児童生徒から「おいしい」、

「いつもおいしい」という回答を頂きました。平成 27 年度も
大任町学校給食センターは安心安全でおいしい学校給食を大
任町の児童生徒に提供できるよう頑張っていきます。

いつもおいしい給食を
大任町学校給食アンケートを実施

▲給食センター運営委員で給食の試食を行いました

　４月２日、大任町役場職員の中からボランティアを募り、
終業後約１時間をかけて、大任中央公園やレインボーホー
ル、中央線の清掃を行いました。
　ちらかっている枯れ葉や雑草などを集め、45 リットル
の袋 14 個分も集まりました。今回の清掃活動は、マラソ
ン大会前に会場周辺を清掃することを目的としたもので、
清掃活動をした職員は「枯れ葉やゴミが無く、キレイな花
が咲いている町道を気持ちよく走ってほしいです」と話し
ていました。

気持ちよく走ってほしい
役場職員がボランティア活動を実施

▼キレイな花が咲くよう、雑草を取り除いていました

　３月 21 日、田川文化センターで田川民俗
芸能祭が開催されました。伝承文化を守り「次
世代へつなごう」とする意気込みと地域の人
たちの熱意に支えられた、田川市郡の民俗芸
能 10 団体が伝統芸能を発表。大任町からは
おどり愛好会の「おおとう音頭」、今任小学校
の「今任太鼓」が出演しました。
　基調講演では依布サラサさんによるトーク
セッションや父 井上陽水さんからの提供楽曲

「キャッホー」を披露。一日中楽しめるイベン
トで盛り上がりました。

田川に息づく伝承の舞
田川民俗芸能祭

▲大任町からは「おおとう音頭」、今任小学校の「今任太鼓」が出演しました。
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教育課（社会教育係）☎63・2242

レインボーホール・レインボー図書室・
B&G体育館・B&G海洋センター・サ
ボテンハウス ☎63・4832

ふるさと館おおとう・B&G体育館
☎41・2055

今任町民会館 ☎63・2506

島台隣保館 ☎63・2243

大任町社会福祉協議会 ☎63・4828

事業課・産業経済課・特産品開発課・
教育課（学校教育係）☎63・3001

税務課 ☎63・3002

住民課（福祉全般・後期高齢
者保険・国民健康保険・国民
年金・同対係） ☎63・3004

水道課 ☎63・3293

ホームページ
http://www.town.oto.fukuoka.jp/

大任町役場
☎63・3000

お し ら せ
広 場
くらしに役立つ
情報をお届けします

住民課（戸籍・衛生）☎63・3003

総務企画財政課 ☎63・3000

　平成 27 年４月からの保育料について

問い
合わせ

国
民
年
金
だ
よ
り

◉
住
民
課 

年
金
係　

☎
63
・
３
０
０
４

◉
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
９
０
５

　

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

う
け
ら
れ
る
医
療
機
関
は
決
ま
っ
て
い

ま
す
。
過
去
に
一
度
で
も
成
人
用
肺
炎
球

菌
予
防
接
種
を
受
け
た
人
は
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

■
と
き　

平
成
28
年
３
月
31
日
㈭
ま
で

■
対
象
者　

大
任
町
に
住
民
票
の
あ
る

人
で
65
歳
か
ら
１
０
０
歳
ま
で
の
人

■
料
金　

３
千
円（
高
齢
者
一
人
一
回
限
り
）

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
衛
生
係　
☎
63
・
３
０
０
３

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
で
は
事
業
の
費
用
の
一
部

に
あ
て
る
た
め
、
募
金
活
動
を
開
始
し

ま
す
。
ご
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
本
や
Ｄ

Ｖ
Ｄ
、
Ｃ
Ｄ
を
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
持
参

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
買
い
取
り
金
額

が
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
に
寄
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
教
育
課　
社
会
教
育
係

☎
63
・
２
２
４
２

家
に
眠
っ
て
い
る
本
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　住民の皆さんに納めていただく町税（町県民税、固定資産税、軽自動車税
など）は、まちづくりや住民の皆さんの暮らしを支える大切な財源です。こ
の町税は、定められた納期限までに自主的に納付していただくようになって
います。
　大任町では税負担の公平性を保つため、納期限内に納付されない滞納者に
対して、督促状を送付し納税を促すほか、それでも納税に応じない場合は預
貯金や給与の差し押さえを行っています。また、納期限までに納付されない
場合は、督促手数料や延滞金も発生します。これらの滞納整理には、多額の
費用がかかってしまい、その費用も皆さんの税金から支出されることになりま
す。町税を有効活用するためにも、納期限内の納付にご協力をお願いします。
※平成 27 年度の各町税の納期限は下表のとおりとなっています。
問税務課　☎63・3002

　税務課から町税の納期限内納付のお願い

1 期 2 期 3 期 4 期

町県民税 平成27年６月30日 平成27年８月31日 平成27年11月２日 平成28年２月１日

固定資産税 平成27年６月１日 平成27年８月31日 平成27年11月２日 平成27年12月25日

軽自動車税 平成27年６月１日 ー ー ー

町税
納期

　

福
岡
県
で
は
、
県

内
で
新
た
に
産
業
廃

棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル

施
設
を
整
備
し
よ
う

と
す
る
事
業
者
に
施

設
整
備
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
補

助
金
交
付
の
申
請
を
す
る
た
め
に
は
、

次
の
各
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
事
が
必

要
で
す
。
①
施
設
の
中
核
的
技
術
や
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
お
い
て
先

導
性
を
有
し
、
ほ
か
の
モ
デ
ル
と
な
る

こ
と
。
②
産
業
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
、

減
量
化
の
効
果
が
高
く
、
県
内
へ
の
波

及
効
果
が
見
込
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

③
焼
却
施
設
な
ど
廃
棄
物
の
処
理
、
処

分
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
で
な
い

こ
と
。
④
施
設
の
整
備
完
了
後
、
速
や

か
に
事
業
化
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

■
募
集
期
間　

５
月
11
日
㈪
～
22
日
㈮

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
環
境
部
循
環
型
社
会
推
進
課

リ
サ
イ
ク
ル
係

☎
０
９
２・６
４
３・３
３
７
２

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
整
備
補
助
事
業

　

第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
受
付
が

始
ま
り
ま
し
た
。

■
対
象
者　

平
成
27
年
４
月
１
日
㈬
ま

で
に「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
遺
族
年
金
」な
ど
を
受
け
る
人
が

い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先

順
位
の
遺
族
の
一
人
に
支
給
。

1　

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔

慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

2　
戦
没
者
等
の
子

3　

戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父

母
④
兄
弟
姉
妹
※
要
件
に
よ
り
順
番
が

入
れ
替
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

4　

上
記
1
～
3
以
外
の
戦
没
者
等
の

３
親
等
以
内
の
親
族（
１
年
以
上
の
生
計

関
係
を
有
し
た
人
の
み
）

■
支
給
内
容　

額
面
25
万
円
、
５
年
償

還
の
記
名
国
債

特
別
弔
慰
金
の
受
付
開
始

■
請
求
期
間　

平
成
30
年
４
月
２
日
㈪
ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課　
社
会
福
祉
係

☎
63
・
３
０
０
４

平成26年度の市町村民税額による 平成27年度の市町村民税額による

国 大任町

基準保育料 基準保育料 町による助成

保育時間や
所得に応じて
異なります

３歳未満 ３歳以上 ３歳未満 ３歳以上 ４・５歳 ３歳未満 ３歳以上 ４・５歳

9,000

～

104,000

6,000

～

101,000

8,730

～

95,680

5,820

～

44,520

5,820

～

38,760

270

～

8,320

180

～

56,480

180

～

62,240

　保育料は「保護者などの市町村民税額」、「子どもの年齢」により決定します。

平成 27 年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 28 年
　　4 月　 ５月　 ６月　 ７月　 ８月　 ９月　 10月　 11月　 12月　 １月　 ２月　 ３月

　平成 27 年度では、保育料の算定基礎が所得税から住民税（所得割）に変更になります。また、
９月に保育料の切り替えがあり、対象者には 9 月に通知書を発送する予定です。

※上記の表については、町内保育所を利用する人対象で、園児１人目の金額となります。
問住民課　社会福祉係　☎63・3004

平成 27 年度の保育料基準表 単位：円

平
成
27
年
度
出
張
年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

◉
予
約
無
し
で
書
類
を
預
か
り
ま
す

　

相
談
会
場
で
は
、
予
約
無
し
で
書
類

を
預
か
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
提
出
は

受
付
箱
へ
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
預
か
る
書
類
は
次
の
と
お
り

に
な
り
ま
す
。

▼�

資
格
取
得
届
な
ど

▼
健
康
保
険
協
会
関
係
届
書

◉
次
の
相
談
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん

　

次
の
相
談
内
容
は
、
直
方
年
金
事
務

所
で
の
相
談
に
な
り
ま
す
。

▼�

障
害
年
金
の
請
求

▼�

脱
退
手
当
金
の
相
談

▼�

年
金
記
録
の
申
立

▼�

保
険
料
の
相
談

※
納
付
に
つ
い
て
は
金
融
機
関
で
の
納
付

と
な
り
ま
す
。

◉
年
金
相
談
は
予
約
制
で
相
談
の
受
付
を

行
い
ま
す

　

年
金
相
談
は
事
前
に
予
約
し
て
か
ら

の
相
談
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
次
の
内

容
が
相
談
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼�

各
種
年
金（
障
害
年
金
を
除
く
）の
請
求

▼�

年
金
の
見
込
み
額（
50
歳
以
上
の
人
が

対
象
）

▼�

失
権
手
続
き（
未
支
給
年
金
の
請
求
な
ど
）

▼�

年
金
加
入
期
間
の
確
認（
特
別
便
・
定

期
便
な
ど
）

▼�

年
金
制
度
全
般（
諸
通
知
の
内
容
確
認

ま
た
は
住
所
等
の
変
更
な
ど
）

※
年
金
相
談
に
つ
い
て
は
、
お
客
様
相
談

室
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
お
客
様
相
談
室

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
８
９
１

ところ 田川青少年
文化ホール

川崎町総合
福祉センター

開催日 第１・３木曜日
開催

第４木曜日
開催

４月 ２日・16日 23日

５月 ７日・21日 28日

６月 ４日・18日 25日

７月 ２日・16日 23日

８月 ６日・20日 27日

９月 ３日・17日 24日

出張年金相談日一覧
時間　10時～12時　13時～16時

　

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
福
岡
県

告
示
に
よ
り
、
平
成
26
年
3
月
に
大
任

町
内
で
土
砂
災
害
警
戒
区
域（
イ
エ
ロ
ー

ゾ
ー
ン
）と
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
平
成
27
年
度
の
固
定

資
産
税
か
ら
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
に
指
定
さ
れ
た
宅
地
お
よ
び
宅
地
比

準
の
雑
種
地
の
評
価
額
に
対
し
て
10
％

～
30
％
の
減
価
補
正
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課　
固
定
資
産
税
係

☎
63
・
３
０
０
２

固
定
資
産
税
評
価
額
の
減
価
補
正

　
職
員
に
よ
る「
読
み
語
り
」と「
母
の
日

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー

ド
作
り
」を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

５
月
10
日
㈰　
10
時
30
分
～
12
時

■
と
こ
ろ　

Ｏ
Ｔ
Ｏ
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

図
書
室

■
対
象
者　

中
学
生
ま
で

■
申
込
方
法　

電
話
か
図
書
室
カ
ウ
ン

タ
ー
ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル　
図
書
室

☎
63
・
４
８
３
２

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」イ
ベ
ン
ト

　
５
月
１
日
㈮
か
ら
利
用
の
受
付
場
所
、

連
絡
先
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
利
用
に
つ
い
て

▼
４
月
30
日
㈭
ま
で
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
63
・
４
８
３
２

▼
５
月
１
日
㈮
ま
で
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
41
・
２
０
５
５

　

お
お
と
う
観
光
農

園
で
試
験
栽
培
を
行
っ

て
い
る
マ
ン
ゴ
ー
が
５

月
中
旬
に
道
の
駅
お

お
と
う
桜
街
道
で
販

売
を
行
う
予
定
で
す
。
農
園
の
職
員
が

愛
情
込
め
て
栽
培
し
て
い
る
マ
ン
ゴ
ー

は
、
昨
年
を
上
回
る
出
来
栄
え
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

問
特
産
品
開
発
課　
☎
63
・
３
０
０
１

大
任
町
産
マ
ン
ゴ
ー
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大任町地域
包括支援センターの

介護福祉講座

味覚障害について

　

高
齢
者
が
食
欲
を
な
く
す
原
因
の
一

つ
と
し
て
味
覚
障
害
が
あ
り
ま
す
。
最

近
何
を
食
べ
て
も
お
い
し
く
な
い
な
ど

の
訴
え
や
、
本
人
が
作
る
料
理
の
味
が

濃
く
な
っ
て
き
た
、
な
ど
の
変
化
に
は

注
意
が
必
要
で
す
。

　

味
覚
障
害
の
人
の
話
を
聞
く
と
、
常

に
口
の
中
が
苦
く
感
じ
る
、
ま
た
甘
い

物
を
食
べ
て
も
辛
く
感
じ
る
、
そ
し
て

特
徴
的
な
症
状
と
し
て
は
、
ア
ル
ミ
ホ

イ
ル
を
噛
ん
で
い
る
よ
う
な
味
が
す
る
、

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　

亜
鉛
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
、
何
だ

か
水
銀
の
よ
う
な
毒
物
が
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
ま
す
が
、
実
は
人
間
に
と
っ
て
必
要

不
可
欠
な
栄
養
素
な
の
で
す
。
特
に
舌

に
あ
る
味
覚
を
感
じ
る
細
胞
を
作
る
に

は
亜
鉛
が
必
要
で
、
不
足
す
る
と
味
覚

障
害
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
な
ぜ
高

齢
者
に
多
い
の
か
と
い
う
と
、
ま
ず
は

少
食
や
偏
食
が
大
き
な
原
因
で
す
。
そ

れ
に
加
え
て
元
々
味
覚
を
感
じ
る
細
胞

が
減
っ
て
い
た
り
、
服
用
し
て
い
る
薬
に

よ
っ
て
は
、
体
内
に
亜
鉛
が
取
り
込
ま

れ
る
の
を
妨
げ
る
も
の
も
あ
り
、
そ
れ

ら
が
原
因
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

味
覚
障
害
自
体
は
す
ぐ
に
は
寝
た

き
り
や
命
に
係
わ
る
も
の
で
は
な
い
の

で
す
が
、
長
い
目
で
見
る
と
、
亜
鉛
不

足
→
味
覚
障
害
→
食
欲
不
振
→
体
力

低
下
と
い
う
悪
循
環
が
起
こ
り
、
将
来

的
に
は
栄
養
失
調
や
寝
た
き
り
な
ど
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
亜
鉛
は
皮

膚
を
作
る
の
に
も
必
要
不
可
欠
な
も
の

で
、
不
足
す
る
と
床
ず
れ
な
ど
の
原
因

に
な
っ
た
り
、
ケ
ガ
が
治
り
に
く
く
な
っ

た
り
も
し
ま
す
。

　
こ
の
亜
鉛
を
多
く
含
む
食
品
と
し
て
、

カ
キ
や
牛
肉
、
納
豆
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
一
日
に
必
要
な
量
を

摂
取
し
よ
う
と
す
る
と
、
牡
蠣
な
ら
10

個
程
度
、
牛
肉
な
ら
約
４
０
０
グ
ラ
ム
、

納
豆
だ
と
15
パ
ッ
ク
も
必
要
だ
と
言
わ

れ
て
い
て
、
食
が
細
く
な
っ
て
き
た
高

齢
者
が
簡
単
に
食
べ
ら
れ
る
量
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
他
に
亜
鉛
が
含

ま
れ
る
物
と
し
て
は
、
緑
茶
、
抹
茶
、

ゴ
マ
、
魚
介
類
、
海
藻
、
豆
類
な
ど
で
、

和
食
系
の
食
材
を
積
極
的
に
摂
る
の
が

良
い
よ
う
で
す
。
ど
う
し
て
も
亜
鉛
が

不
足
が
ち
な
人
は
、
薬
局
な
ど
で
売
ら

れ
て
い
る
栄
養
補
助
食
品
を
利
用
す
る

の
も
一
つ
の
手
で
す
。

　
こ
の
頃
食
事
が
お
い
し
く
な
い
な
と

思
っ
た
ら
、
ま
ず
は
主
治
医
な
ど
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

問
大
任
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
41
・
８
０
６
０

　

今
月
号
は
、
ふ
る
さ
と
館
お
お
と
う

に
収
蔵
さ
れ
、
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る

お
金
、特
に
紙
幣
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

お
金
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。何
を
す
る
に
も
、

お
金
が
必
要
で
、
主
に
も
の
を
売
り
買
い

す
る
の
に
使
わ
れ
ま
す
。
日
本
で
は
、
奈

良
時
代
の
初
め
ご
ろ
、
使
わ
れ
始
め
ま

し
た
。
最
初
の
お
金
は
和わ

同ど
う

開か
い

珎ち
ん
と
呼

ば
れ
る
銅
銭
で
、
お
金
の
流
通
量
も
限

ら
れ
て
お
り
、
も
の
の
売
り
買
い
に
使
わ

れ
る
と
い
う
よ
り
も
、
蓄ち

く
財ざ
い
の
意
味
で
使

わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ

れ
と
同
時
に
、
日
本
で
は
お
金
を
中
国

の
宋
や
明み

ん

か
ら
輸
入
し
て
使
わ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
銅
銭
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

　

今
月
号
で
、
取
り
上
げ
る
紙
幣
が
使

わ
れ
始
め
た
の
は
、
貨
幣
経
済
が
発
達

し
始
め
た
江
戸
時
代
以
降
の
こ
と
で
す
。

江
戸
時
代
流
通
し
て
い
た
お
金
は
、
銅

銭
の
他
に
、
金
銀
で
造
ら
れ
た
も
の
で
、

主
に
江
戸
幕
府
が
鋳
造
し
た
も
の
で
す
。

紙
幣
は
、
各
地
の
支
配
を
任
さ
れ
た
各

藩
が
発
行
し
た
藩は

ん

札さ
つ
や
伊
勢
国
の
商
人

が
発
行
し
た
羽は

書が
き
が
起
源
と
な
り
ま
す
。

藩
札
、
羽
書
は
、
藩
内
や
限
ら
れ
た
地

域
の
み
で
使
用
可
能
な
現
地
通
貨
で
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
藩
札
以
外
の
お
金
と

交
換
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

全
国
共
通
で
使
用
可
能
な
紙
幣
の
使

昔
の
お
金（
紙し

幣へ
い

）に
つ
い
て

第 113 話

◀
明
治
か
ら
大
正
の
硬
貨

●作品名　「カテドラル」
（大任町文化連盟 

パッチワーク教室から選出）
●作者　岩崎 貞子 さん

●コメント
「教室に通い始めて 10 年以上になりま
す。色の組み合わせなど考えながらいつ
も楽しく作品を作っています」

No.34

●種　属　�ネオライモンディア属
●原産地　�ペルー、チリ北部
●特　徴　�南米の大型ハシラサボテン。成長点周

囲の刺座に直径５センチくらいのピン
クがかった白い花が咲く。

問サボテンハウス　☎ 63 ・4832

土ど

星せ
い

柱
ち
ゅ
う

用
開
始
は
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
、
欧

米
の
制
度
が
導
入
さ
れ
た
以
降
の
こ
と

で
す
。

　
ふ
る
さ
と
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の

は
、
明
治
時
代
か
ら
昭
和
の
初
め
ご
ろ

に
使
わ
れ
た
銅
銭
や
紙
幣
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
紙
幣
の
内
訳
を
見
て
み
る
と
、
五

銭
札（
昭
和
19
年
発
行
）６
枚
、
拾
銭
札

（
昭
和
19
年
）３
枚
と
昭
和
22
年
の
も
の

６
枚
、
五
十
銭
札
５
枚
、
壱
円
札（
昭
和

21
年
）12
枚
、
拾
円
札（
昭
和
21
年
）５

枚
で
す
。
硬
貨
の
補
助
的
に
発
行
さ
れ

た
少
額
の
紙
幣
で
し
た
。
大
き
さ
も
紙

幣
の
価
値
の
大
小
に
よ
り
、
少
額
な
も

の
は
小
さ
く
、
額
が
増
え
る
に
つ
れ
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
、
物
価
の
上

昇
等
で
一
円
以
下
の
お
金
に
つ
い
て
は
、

な
じ
み
が
薄
く
な
り
ま
し
た
が
、
為
替

市
場
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
一
ド
ル
が
何
円
何

銭
と
い
う
よ
う
に
耳
に
す
る
の
み
で
す
。

問
ふ
る
さ
と
館
お
お
と
う

☎
41
・
２
０
５
５

▶
紙
幣
各
種

　最近になって不眠症を訴える人が多
くなっているようです。現代社会はス
トレス社会とも言われるように、子ど
もから大人まで、家庭や学校、職場と
あらゆる環境にストレスが存在してい
ます。

治療は？
　不眠の治療には、睡眠薬を使わない
治療と使う治療（薬物治療）とがあり
ます。
●睡眠薬を使わない治療
　リラックス療法や生活指導、精神療
法などがあります。
●睡眠薬を使う治療（薬物治療）
　現在の不眠治療は睡眠薬を用いた
薬物療法が中心になっています。睡眠
薬は、一度使い
始めると手放せ
なくなり、次第
に量が増えてい
くので副作用が
怖い。そう思い
込んでいる人も

不眠症とは「寝つきが悪い」
「眠っていても何度も目が

覚める」「熟睡できない」などの症状が
重なり、日中にけ
ん怠感、意欲低下、
集中力低下や食欲
低下などの不調が
出現する病気です。
　通常は、数日か
ら数週のうちに眠
れるようになるのですが、ときには不
眠が１ヵ月以上にわたって続く場合が
あります。
　今回は、そんな不眠症についてのご
説明をします。

原因は？
　さまざまな原因
があげられますが、
ストレス、体の病
気、心の病気、環
境の変化や生活の
リズムなどがあり
ます。

ストレスをため込まないようにしましょう。
いきいき
国保

現代社会特有の病の１つの不眠症

多いようですが、現在広く使用されて
いる睡眠薬は、不安や緊張、興奮を和
らげて眠りに導くので、自然に近い眠
りが得られ副作用も少なく安心して使
用することができます。ただし医師の
指示を守って服用することが大切です。
　不眠症は４つのタイプに分けられま
す。寝付きの悪い「入眠障害」眠りが
浅く何度も目が覚める「中途覚醒」早
期に目が覚めてしまう「早期覚醒」あ
る程度眠ってもぐっすり眠れたという
満足感が得られない「熟眠障害」など
です。日本人を対象とした調査によれ
ば５人に１人が「睡眠で休養が取れて
いない」「何らか
の不眠がある」と
回答しています。
特に中高年にな
るとその割合が
高くなってきま
す。どうしても
不眠が続くときには、専門医に相談し
ましょう。
問住民課第２ 国保係　☎63・3004

▶
紙
幣
の
裏
面
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　４月６日始業式、９日入学式を終え、全校児童205人
で平成27年度がスタートしました。
　本年度学校教育目標は、「進んで学ぶ意欲と思いやり
の心をもち、最後までやり遂げる大任っ子の育成」です。

【進んで学ぶ意欲】

　やる気を高めます。やろうとする気持ちを認め、ほめ、
励まして育てます。

【思いやりの心】

　あいさつ・ことば遣いの指導をします。お互いにこ
にこ顔であいさつし合えれば、優しい雰囲気になり、
学校が楽しくなります。
　これらのことを特に重視して取り組みます。
　そして、保護者の皆様や地域の皆様と連携して、子
どもたちを育てていきたいと思います。
　皆様の温かいご支援・ご協力をお願い致します。

問教育委員会 教育課 学校教育係　☎63・３００１

「大任小は、これを頑張る！」

教 育 信通 大 校学任 小

図書室だより

　６月に誕生日を迎える
３歳までのお子さんの写
真を募集します。次回の
締め切りは５月15日金
です。
問総務企画財政課 広報係
☎63・3000

ちゃん ３歳
Ｈ24年５月23日生まれ

道善・女の子

問 OTOレインボーホール
☎ 63・4832

５月の休室日
日 月 火 水 木 金 土

26 27 28 29 30 １ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23
 24

31 25 26 27 28 29 30

◉開室時間　９時～ 17 時
※休室日を変更する 場合があります。

◉ 貸 し 出 し　 合 計 /10 点
※CD と DVD（ビデオ）は１点ずつ

の日が休室日です。

※そのほか、多数入庫しています

図書
●超かんたん羊毛フェルトのマスコット　　はっとり みどり　著
●親鸞「四つの謎」を解く　　　　　　　　　　　　梅原 猛　著
●糸切り 紅雲町珈琲屋こよみ　　　　　　　　吉永 南央　著
●窓から逃げた 100 歳老人　　　　　　Jonas Jonasson　著
●妖怪 いじわるひょうしき　　　　　　　　　土屋 富士夫　著
●だれのおよめさんに…?　　　　　　　　　　いもとようこ　著
●アニー　　　　　　　　　　　　　トーマス ミーハン　著
●お仕事ナビ〈4〉医療に関わる仕事　　　仕事ナビ編集室　編集室

くん ３歳
Ｈ24年５月２日生まれ

灰ノ木・男の子

▼左から坂東夢美さん・安武洸二さん・浦野将太朗さん・永原太心さん

　今回のクローズアップは新規採用職員の４人です。
安
やす

武
たけ

　洸
こう

二
じ

　（総務企画財政課 企画係）
　まだ不慣れでご迷惑をおかけすることもあるかと思
いますが、一日も早く住民の皆様や大任町に貢献でき
るよう一生懸命頑張ります。よろしくお願いします。
坂
ばん

東
どう

　夢
ゆ

美
み

　（特産品開発課）
　最初は不慣れでわからないことも多いかも知れませ
んが、大任町内外の皆様に喜んでいただけるような特
産品の開発に一生懸命取り組んでいきたいと思います。
よろしくお願いいたします。
浦
うら

野
の

　将
しょう

太
た

朗
ろう

　（住民課　国保･年金係）
　わたしは住民課で主に年金を担当しています。
　年金は住民の皆さんの生活に密接に関係しています。
しかし、年金の制度は複雑で難しく、皆さんへの周知
が足りないのが現状です。年金で分からないことは窓
口や電話で気軽にご相談ください。精いっぱい、全力
で対応いたします。窓口に来られた時は、顔だけでも
覚えて帰ってください。よろしくお願いします。
永
なが

原
はら

　太
たい

心
しん

　（産業経済課）
　４月から新戦力として大任町役場に勤めるようにな
りました。わたしが大切にしている事は「明るさ、元気、
笑顔」です。今後大任町発展のため微力ながら知恵を
出し頑張っていきます。未来の大任町のために、町民
の皆さんで一つになりましょう。

安
や す

武
た け

 洸
こ う

二
じ

さん（灰ノ木）　坂
ば ん

東
ど う

 夢
ゆ

美
み

さん（赤村）

浦
う ら

野
の

 将
しょう

太
た

朗
ろ う

さん（皿山）　永
な が

原
は ら

 太
た い

心
し ん

さん（玉川）

クローズ・アップ

− New employee − vol .104

　朝日小学生新聞が毎
日図書室に届きます。
　子どもにも、大人に
も分かりやすく、楽し
く読める新聞です。図
書室に来た際には、ぜ
ひご覧ください。

お知らせ
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◆川崎町（http://www.town-kawasaki.com/）

●かわさきパン博2015【町民会館ほか】

　５月24日日　10時～ 16時
　内容�：　県内外から約70店舗のパン屋さんやパン

の「おとも」が集まります。今年はクーポンが付
いたグルメマップもあり、パン博の後も楽しめ
ます。当日は、町内観光スポットを巡るバスも
運行。一日ぐるっとおいしい時間をかわさきで
お過ごしください。

　問川崎町観光協会　☎73・3838

◆田川市（http://www.joho.tagawa.fukuoka.jp/）

●風治八幡宮川渡り神幸祭

　５月16日土　15時30分～　５月17日日　14時～
　内容�：450年あまりの歴史を誇る福岡県の五大祭りの

一つに数えられるお祭り。色とりどりの巨大なバ
レンを立てた山笠11台が彦山川を勇壮に渡ります。

●春日神社神幸祭【JR田川後藤寺駅周辺】
　５月23日土・24日日
　内容�：春日太鼓、各地区山車の巡行、春日神社岩戸

神楽奉納、ステージショーなど。
　��問田川市商工観光課　☎44・2000

◆添田町（http://www.town.soeda.fukuoka.jp/）
●第50回英彦山山開き【英彦山周辺】

　�５月30日土　19時～　前夜祭（英彦山野営場）

　�５月31日日　11時～　山頂祭（英彦山上宮）

　内容�：英彦山の新緑を感じながら家族や友人と登っ

てみませんか。

　問添田町役場地域産業推進課　☎82・1236

◆
今
月
の
表
紙

●問い合わせ先
田川市　☎ 44・2000
添田町　☎ 82・1231
川崎町　☎ 72・3000
赤　村　☎ 62・3000
香春町　☎ 32・2511
糸田町　☎ 26・1231
福智町　☎ 22・0555

田川市郡のイベント情報

　

今
月
の
表
紙
は
各
学
校
の
入
学
式
で

す
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
し
い
学
校
生

活
。
緊
張
と
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

■　防犯・交通の問い合わせ

田川警察署　☎４２・０１１０
大任交番　　☎６３・２１１０

●物件事故     ９件（33 件）
●人身事故     ７件（15 件）
●死亡者数     ０件（  ０件）
●負傷者数    11 件（22 件 ）

（　）内は平成 27 年の累計

交通事故発生状況（３月中）

交 通防 犯

田川警察署からのお知らせ

急ぐほど 正しく
はっきり110番

【子どもを犯罪被害から守るために】
防犯の合言葉「いかのおすし」を繰り返
し教える（いかない、乗らない、おおきな
声で叫ぶ、すぐに逃げる、しらせる）

町内犯罪発生状況（３月中）

種 類 件 数

自動車盗 ０件

オートバイ盗 ０件

性犯罪 ０件

車上ねらい ０件

空き巣・忍び込みなど ０件

（平成 27 年３月末現在）
65 歳未満 65 歳以上 計

男 1,858 人（－４）    657 人（＋４） 2,515 人（±０）
女 1,832 人（－ 10） 1,061 人（－３） 2,893 人（－ 13）
計 3,690 人（－ 14） 1,718 人（＋１） 5,408 人（－ 13）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2,504 世帯（＋１）

教職員人事異動のお知らせ
◉着任者
▶大任小学校
金子 祥二 校長 （今任小学校から）
香川 ゆかり 教諭 （川崎東小学校から）
中川 香織 教諭 （新規採用）
▶今任小学校
西畑 真信 教頭 （昇任）
佐藤 章子 教諭 （中津原小学校から）
藤春 公子 教諭 （大任小学校から）
植 聡広 教諭 （新規採用）
▶大任中学校
安藤 志保美 教頭 （昇任）
奥村 利恵 教諭 （糸田中学校から）
高熊 美幸 教諭 （赤中学校から）
高栁 麻巳 教諭 （方城中学校から）

吉田 大地 教諭 （新規採用）
園山 勝 教諭 （新規採用）
◉退職者
下田 裕三 教諭 （大任小学校）
◉離任者
▶大任小学校
城石 俊弘 校長 （平垣小学校へ）
小西 良平 教諭 （津野小学校へ）
▶今任小学校
中野 敦子 教諭 （添田小学校へ）
辻 穂澄 教諭 （勾金小学校へ）
▶大任中学校
綾部 光浩 教頭 （中元寺小学校へ）
川原 典子 教諭 （方城中学校へ）
佐々木 佳子 教諭 （赤池中学校へ）

問教育委員会 学校教育係　☎ 63・3001

男子 ３人　女子 ５人

男子 13 人　女子 10 人

男子 16 人　女子 17 人

男子 13 人　女子 11 人

今任小学校１年１組

大任中学校１年１組

大任小学校１年１組

大任中学校１年２組

着任式

離退任式

 ５月行事予定表 皐月
日 月 火 水 木 金 土

場 所 27 28 29 昭和の日 30 １ メーデー ２ 八十八夜
【集会室】
…役場住民集会室

【視聴覚】
…役場視聴覚室

【多目的】
…役場多目的ホール

【公民館】
…大任町公民館

大任小歓迎遠足

３ 憲法記念日 ４ みどりの日 ５ こどもの日 ６ 振替休日 ７ ８ ９
大任小土曜授業
(学習参観日)

10 母の日 11 12 看護の日 13 14 15 16
子ども読書週間

【レインボー図書室
 10時30分〜 12時】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

布の絵本制作
【レインボー資料室

 13時〜 15時30分】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

３歳児健診
(対象者個別通知)

【多目的 13時30分
〜 14時30分】

健康相談
(町内在住者)

【おおとう桜街道
 14時〜 15 時】

障がい者
心の健康相談

【視聴覚 10時〜12時】

大任小１･４年生
交通安全教室

17 18 19 20 21 小満 22 国際生物多様性の日 23
花植え
ボランティア

【レインボーホール ９時〜】
※小雨決行
雨天時23日に延期

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

布の絵本制作
【レインボー資料室

 13時〜 15時30分】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

24 25 飲酒運転撲滅の日 26 27 28 29 30
大任中体育会

【中学校グラウンド
 ９時〜】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
(女性民生委員が対応)

【視聴覚 10時〜12時】

乳児健診
(４・７・12ヵ月児

対象者個別通知)
【集会室 13時30分

〜 14時30分】

今任小土曜授業
(PTA親子除草作業)

大任小５年生
宿泊体験学習

（夜須高原）
11日月～ 13日水

30日土・31日日
中体連田川地区春季大会

（野球･サッカー･女子バレー・女子バスケ）

31 世界禁煙デー

29日金～ 30日土
大任小６年生修学旅行

11日月～ 20日水
春の交通安全町民運動

６月１日月
固定資産税　第１期納期限
軽自動車税　納期限
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おおとう
　　議会報告

2015

３
笑顔のたえない町をめざして

平成 27 年３月定例会が３月９日から 11 日までの３日間の日程で開会されましたの
で、その審議内容と結果をご報告いたします。

記
  ３月９日　議会本会議（出席者９名）
　　　　　 （議会の会期の決定、議案の上程、提案理由の説明、採決等）
　　　　 　�総務常任委員会（地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部

を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備等に関する条例制定
等の審査）

　　10 日　�地域振興常任委員会（大任町営住宅設置及び管理条例の一部を改正す
る条例等の審査）

　　11 日　議会本会議（出席者９名）
　　　　　 （各常任委員会委員長報告の内容審議と採決）

本会議初日

議 会 本 会 議
９日開会（審議経過）

日
程
第
１

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　

今
期
定
例
会
の
会
議
録
署
名
議

員
に
は
９
番
議
員　

﨑
野
英
樹
君
、

10
番
議
員　

宮
本
孝
一
君
を
指
名
。

日
程
第
２

会
期
の
決
定

(

全
員
異
議
な
し
で
、
３
月
９
日

か
ら
３
月
11
日
ま
で
の
３
日
間

と
す
る
こ
と
に
決
定)

日
程
第
３

諸
般
の
報
告

●
議
長
報
告  

（
議
長　

米
丸
年
一
）

１
、
請
願
・
陳
情

　

請
願
書
並
び
に
陳
情
書
に
つ
い
て

は
、
意
見
書
提
出
の
陳
情
書
が
１
件

あ
り
ま
す
が
、
議
会
運
営
委
員
会
の

意
向
の
と
お
り
各
議
員
に
配
布
す
る

こ
と
に
と
ど
め
ま
し
た
。

２
、
系
統
議
長
会
関
係

○
１
月
19
日
「
福
岡
県
介
護
保
険
広

域
連
合
田
川
・
桂
川
支
部
運
営
委
員

会
」
出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
平
成
27
年
福
岡
県
介

護
保
険
広
域
連
合
議
会
第
１
回
定
例
会

の
議
案
の
説
明
及
び
介
護
保
険
事
業
に

つ
い
て
の
報
告
で
あ
り
ま
し
た
。

○
１
月
27
日
「
福
岡
県
介
護
保
険
広

域
連
合
議
会
定
例
会
」
出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
条
例
等
の
制
定
、

広
域
計
画
の
改
定
、
平
成
26
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
、
特
別
会
計
補
正

予
算
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
予
算
等
、
合
わ
せ
て
10
議

案
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

○
２
月
25
日
「
福
岡
県
町
村
議
会
議

長
会
総
会
」
出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
平
成
26
年
度
会
務

報
告
、
平
成
25
年
度
歳
入
歳
出
決
算

の
承
認
。
平
成
27
年
度
事
業
計
画
及

び
歳
入
歳
出
予
算
等
、
６
議
案
を
審

議
し
、原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

●
議
会
運
営
委
員
長
報
告

　
　
　
　
（
委
員
長　

毛
利
英
文
）

○　

３
月
定
例
に
向
け
て
の
議
会
運

営
委
員
会
の
報
告
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
今
定
例
会
の
会
期
に

つ
い
て
は
、
議
長
の
提
案
の
と
お
り

３
月
９
日
か
ら
11
日
ま
で
の
３
日
間

と
す
る
こ
と
で
決
定
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
提
出
議
案
は
、
議
案
第
１

号
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
つ
い

て
」
か
ら
、
議
案
第
15
号
「
平
成
27

年
度
大
任
町
水
道
事
業
会
計
予
算

に
つ
い
て
」
ま
で
の
15
議
案
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
各
常
任
委
員
会
へ
付
託
す

る
こ
と
に
決
定
致
し
ま
し
た
。

諮
問
第
１
号
及
び
諮
問
第
２
号
「
人

権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
は
、
９
日

の
本
会
議
で
採
決
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

●
田
川
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
（
松
下　

太
）

○
平
成
26
年
12
月
22
日
に
開
会
さ

れ
ま
し
た
、
平
成
26
年
第
３
回
福
岡

県
田
川
地
区
消
防
組
合
議
会
定
例
会

に
つ
い
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、認
定
第
１
号
「
平

成
25
年
度
福
岡
県
田
川
地
区
消
防
組

合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
」
は
、
原
案
の
と
お
り
認

定
致
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
12
号
「
福
岡
県
田

川
地
区
消
防
組
合
火
災
予
防
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」は
、

原
案
の
と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。

以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

●
田
川
地
区
斎
場
組
合
議
会
議
員

（
毛
利
英
文
）

○
平
成
27
年
２
月
12
日
に
開
会
さ
れ

ま
し
た
、
平
成
２
７
年
第
１
回
田
川

地
区
斎
場
組
合
議
会
定
例
会
に
つ
い

て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、「
平
成
25
年
度

経
過
月
分
の
出
納
検
査
報
告
」。

　

次
に
、
議
案
第
１
号
「
田
川
地
区

斎
場
組
合
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
」
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

次
に
、
議
案
第
２
号
「
平
成
２
６

年
度
田
川
地
区
斎
場
組
合
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て
」
は
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
百
60
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
４
千
４
百
96
万
６
千
円
と
す
る

も
の
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
３
号
「
平
成
27
年

度
田
川
地
区
斎
場
組
合
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て
」
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
億
４
千
88
万
１
千
円
と
す
る

も
の
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
閉

会
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
４
号
「
田
川
地
区

斎
場
組
合
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
」
は
、
川
崎
町
の
宗
吉
幸
生
氏
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。



2015. ５月号19 2015. ５月号 18

総務常任委員会
９日開会（審査経過）

審
査
内
容

・
議
案
第
１
号

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
つ
い
て

　

内
容
は
、
地
方
教
育
行
政
の
組

織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
が
６
月
に
公
布
さ

れ
、
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
条
例
の

整
備
等
を
す
る
た
め
、
本
条
例
を
制

定
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
７
号

　

福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
か

ら
有
明
広
域
斎
場
施
設
組
合
が
名
称

変
更
す
る
こ
と
に
伴
い
、
福
岡
県
市

町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
を
変

更
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
地
方

自
治
法
第
２
９
０
条
の
規
定
に
よ
り

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
８
号

　

大
任
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
本
町
の
自
立
促
進
を
図

る
た
め
、
大
任
町
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
の
一
部
を
変
更
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
９
号

　

平
成
26
年
度
大
任
町
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
１
千
３
百
41
万
９
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

47
億
３
千
１
百
45
万
８
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
12
号

　

平
成
27
年
度
大
任
町
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
一
般
会
計
予
算
の

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

39
億
５
千
１
百
82
万
３
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

質
疑
＆
回
答

○
米
丸
議
長　

今
任
橋
の
補
修
工
事

は
い
つ
か
ら
始
ま
り
ま
す
か
。

○
事
業
課
長　

11
月
位
に
国
土
交
通

省
か
ら
許
可
が
お
り
ま
し
た
が
、
工

期
が
取
れ
な
い
の
で
、
平
成
27
年
度

で
上
部
工
、
下
部
工
の
工
事
を
行
い

ま
す
。

○
丹
村
委
員　

工
事
中
の
通
学
路
は

ど
う
な
り
ま
す
か
。

○
事
業
課
長　

道
路
の
上
流
側
の
工

事
で
あ
り
ま
す
の
で
、
片
側
通
行
で

車
も
通
れ
、通
学
路
も
確
保
し
ま
す
。

（
質
疑
終
了
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
）

●
委
員
長

　
　
﨑
野　
英
樹

●
副
委
員
長

　
　
毛
利　
英
文

●
委　
員

　
　
田
中　
良
幸

●
委　
員

　
　
丹
村　
咲
男

●
委　
員

　
　
宮
本　
孝 

一

総務常任委員会

●
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

議
会
議
員　
　
　
　
（
田
中
良
幸
）

○
平
成
26
年
12
月
18
日
に
開
会
さ

れ
ま
し
た
、
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生

施
設
組
合
議
会
第
３
回
定
例
会
に
つ

い
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、議
案
第
３
号
「
田

川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」
は
、
人

事
院
勧
告
に
伴
い
職
員
の
給
与
を
改

正
す
る
も
の
で
、
原
案
の
と
お
り
可

決
致
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
４
号
「
平
成

26
年
度
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生

施
設
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
」
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
億
３
千
４
百
77
万
２
千
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

４
億
４
千
47
万
２
千
円
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
、
汚
泥

再
生
処
理
施
設
建
設
費
の
実
施
年
度

の
変
更
に
よ
る
工
事
費
の
減
額
変
更

で
あ
り
、
原
案
の
と
お
り
可
決
致
し

ま
し
た
。

　

次
に
、
認
定
第
１
号
「
平
成
25
年

度
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
」
は
、
上
田
秀
治
監
査
委
員

よ
り
決
算
監
査
報
告
が
あ
り
、
原
案

の
と
お
り
認
定
致
し
ま
し
た
。

以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

日
程
第
４
～
日
程
第
20

　

議
案
の
一
括
上
程

（
町
長
提
出
議
案
の
説
明
と
質
疑
及

び
各
常
任
委
員
会
付
託
）

質
疑
＆
回
答

　

質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る
議

案
等
）

・
議
案
第
１
号

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
つ
い

て・
議
案
第
７
号

　

福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
８
号

　

大
任
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
９
号

　

平
成
26
年
度
大
任
町
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
12
号

　

平
成
27
年
度
大
任
町
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て

（
地
域
振
興
常
任
委
員
会
に
付
託
す

る
議
案
等
）

・
議
案
第
２
号

　

大
任
町
営
住
宅
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

・
議
案
第
３
号

　

大
任
町
乳
幼
児
医
療
費
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

・
議
案
第
４
号

　

大
任
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
５
号

　

大
任
町
重
度
障
害
者
医
療
費
の
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
６
号

　

町
道
路
線
の
認
定
、
廃
止
及
び
変

更
に
つ
い
て

・
議
案
第
10
号

　

平
成
26
年
度
大
任
町
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

・
議
案
第
11
号

　

平
成
26
年
度
大
任
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
13
号

　

平
成
27
年
度
大
任
町
国
民
健
康

　

以
上
で
付
託
さ
れ
た
議
案
審
査
は

全
て
終
了
し
ま
し
た
。

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

※
教
育
課　

大
任
小
学
校
、
今
任
小

学
校
、
大
任
中
学
校
の
入
学
式
の
日

程
報
告
。

※
総
務
企
画
財
政
課　

第
25
回
花
と

し
じ
み
の
里
お
お
と
う
マ
ラ
ソ
ン
日

程
報
告
。

※
特
産
品
開
発
課　

観
光
農
園
の
出

荷
状
況
、
し
じ
み
関
連
施
設
及
び
納

豆
加
工
セ
ン
タ
ー
状
況
報
告
。

　

質
疑
＆
回
答

○
宮
本
委
員　

学
童
ク
ラ
ブ
の
件
で

す
が
、
12
月
議
会
で
１
教
室
増
設
す

る
こ
と
約
束
し
て
頂
き
ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
進
捗
状
況
を
教
え
て
頂
き

た
い
。

○
教
育
課
長　

大
任
小
学
校
学
童
ク

ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
横
の
教
室
を

確
保
し
て
２
つ
の
教
室
で
行
い
ま
す
。

○
宮
本
委
員　

私
の
方
に
学
童
ク
ラ

ブ
保
護
者
会
よ
り
苦
情
が
あ
り
、
役

員
会
や
保
護
者
会
で
の
会
議
の
中

で
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
担
当
部
署
が

は
っ
き
り
し
な
い
答
弁
が
あ
っ
た
そ

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
14
号

　

平
成
27
年
度
大
任
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
15
号

　

平
成
27
年
度
大
任
町
水
道
事
業

会
計
予
算
に
つ
い
て

（
常
任
委
員
会
に
付
託
せ
ず
即
決
し

た
議
案
）

・
諮
問
第
１
号

　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
平
成
27
年
６
月
30
日
任

期
満
了
に
伴
い
、
推
薦
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

・
諮
問
第
２
号

　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
平
成
27
年
６
月
30
日
任

期
満
了
に
伴
い
、
推
薦
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

　
︿
質
疑
な
し
、
採
決
結
果
、
意
見

な
し
と
答
申
す
る
こ
と
に
決
定
﹀

以
上
で
、
本
日
の
日
程
を
す
べ
て
終

了
し
散
会
し
ま
し
た
。
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審
査
内
容

・
議
案
第
２
号

　

大
任
町
営
住
宅
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

内
容
は
、
町
営
住
宅
建
替
え
に

伴
う
位
置
の
変
更
に
よ
り
、
本
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

質
疑
＆
回
答

○
米
丸
議
長　

県
外
よ
り
離
婚
し
て

親
子
３
人
で
親
が
住
む
町
営
住
宅

に
戻
っ
て
一
緒
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
な
方
を
優
先
的
に
住
宅
に

入
れ
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

○
永
原
町
長　

子
ど
も
の
居
る
世
帯

に
つ
い
て
は
子
育
て
支
援
住
宅
を
建

設
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
建
設
に
つ

い
て
は
早
期
に
行
い
、
子
ど
も
さ
ん

の
居
る
世
帯
を
入
居
さ
せ
ま
す
。
計

画
に
つ
い
て
は
現
在
県
と
協
議
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
に
困
っ

て
い
る
方
が
お
ら
れ
る
よ
う
で
す

が
、
昨
年
６
月
に
町
営
住
宅
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
し
て
お
り
、
そ

の
状
況
に
合
わ
せ
た
対
応
も
で
き
ま

す
。
町
内
の
子
ど
も
を
増
や
す
こ
と

が
目
的
で
す
の
で
、
一
人
で
も
多
く

の
子
ど
も
を
本
町
に
入
居
さ
せ
た
い

と
思
い
ま
す
。

○
佐
々
木
委
員　

町
営
住
宅
の
申
込

み
状
況
や
空
き
家
状
況
を
町
民
に
わ

か
る
よ
う
な
方
法
を
と
っ
て
も
ら
い

た
い
。

○
事
業
課
長　

広
報
誌
で
申
込
者
数

や
空
家
住
宅
の
情
報
を
お
知
ら
せ
出

来
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
松
下
委
員　

柿
原
団
地
に
４
か
所

空
き
家
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
補

修
等
を
し
な
い
と
入
居
で
き
な
い
の

で
す
か
。

○
事
業
課
長　

４
階
建
て
中
耐
住
宅

の
事
だ
と
思
い
ま
す
が
、
床
や
外
壁

等
が
破
損
し
て
お
り
、
補
修
費
に
数

百
万
円
か
か
り
ま
す
の
で
、
県
と
協

議
中
で
あ
り
ま
す
。

地域振興常任委員会

地域振興常任委員会
10 日開会（審査経過）

●
委
員
長

　
　
永
原　
髙
文

●
委　
員

　
　
松
下　
　
太

●
委　
員

　
　
佐
々
木
次
男

・
議
案
第
11
号

　

平
成
26
年
度
大
任
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
収
入
の
水
道
事

業
収
益
２
千
円
を
追
加
し

１
億
５
千
２
百
50
万
円
、
営

業
収
益
２
千
円
を
追
加
し

１
億
３
千
７
百
45
万
円
と
す
る
。

支
出
の
水
道
事
業
費
２
千
円
を

追
加
し
１
億
５
千
２
百
50
万
円

と
す
る
。
並
び
に
繰
越
明
許
費

７
億
７
千
７
百
90
万
円
の
計
上
で
あ

り
ま
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
13
号

　

平
成
27
年
度
大
任
町
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
９
億
５
千
３
百
７
万
円
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
14
号

　

平
成
27
年
度
大
任
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
６
千
５
百
99
万
５
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
15
号

　

平
成
27
年
度
大
任
町
水
道
事
業

会
計
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
給
水
戸
数

２
千
４
百
90
戸
、
年
間
総
給
水
量

65
万
７
千
７
百
70
立
方
メ
ー
ト

ル
、
１
日
平
均
給
水
量
１
千
８
百
２

立
方
メ
ー
ト
ル
と
し
、
収
益
的

収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
を

１
億
２
千
８
百
49
万
円
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

質
疑
＆
回
答

○
佐
々
木
委
員　

昨
年
、
水
道
料

金
の
値
上
げ
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ

の
値
上
げ
分
を
ど
こ
に
使
う
の
か
町

民
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
い
の

で
、
今
後
の
見
通
し
等
に
つ
い
て
教

え
て
頂
き
た
い
。
後
の
水
道
料
金

の
展
望
を
ど
の
よ
う
考
え
て
い
ま
す

か
。

○
水
道
課
長　

値
上
げ
分
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
企
業
債
の
償
還
等
に
充

て
る
状
況
で
す
。
し
か
し
今
後
、
老

朽
化
し
た
施
設
の
改
修
、
配
水
管
の

布
設
替
え
も
残
っ
て
お
り
ま
す
。
安

易
に
水
道
料
金
を
上
げ
る
事
で
は
な

く
、
近
隣
の
均
衡
を
図
り
な
が
ら
将

来
計
画
等
を
加
味
し
な
が
ら
適
正
な

料
金
設
定
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

○
松
下
委
員　

成
光
浄
水
場
の
改
修

は
計
画
の
中
に
入
っ
て
い
ま
す
か
。

○
水
道
課
長　

平
成
27
年
度
で
配
水

池
及
び
濾
過
池
の
改
修
が
出
来
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
質
疑
終
了
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
）

以
上
で
付
託
さ
れ
た
議
案
審
査
は
全

の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
５
号

　

大
任
町
重
度
障
害
者
医
療
費
の
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
大
任
町
乳
幼
児
医
療
費

の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
変
更
の
た

め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
６
号

　

町
道
路
線
の
認
定
、
廃
止
及
び
変

更
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
小
林
団
地
建
設
工
事
及

び
道
路
改
良
工
事
等
に
伴
い
、
小
林

団
地
29
号
線
外
19
路
線
の
認
定
、
廃

止
及
び
区
域
の
変
更
を
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
10
号

　

平
成
26
年
度
大
任
町
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
事
業
勘
定
の

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
千
９
百
90
万
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

８
億
４
千
92
万
６
千
円
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
可
決
）

○
佐
々
木
委
員　

現
在
の
入
居
申
込

者
は
、
い
つ
か
ら
入
居
で
き
そ
う
で

す
か
。

○
事
業
課
長　

今
現
在
、
40
数
名
の

入
居
申
込
者
が
お
り
ま
す
。
４
月
か

ら
５
月
に
か
け
て
入
居
を
開
始
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
質
疑
終
了
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
３
号

　

大
任
町
乳
幼
児
医
療
費
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
医
療
の
対
象
者
を
拡
充

す
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
佐
々
木
委
員　

小
学
校
１
年
生
か

ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
対
象
者
の

人
数
と
、
予
算
措
置
の
関
係
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
住
民
課
長　

新
規
の
対
象
者
は

約
４
０
０
名
増
え
る
予
想
で
す
。
予

算
に
つ
い
て
は
３
款
３
項
６
目
の
こ

ど
も
医
療
費
で
予
算
措
置
し
て
い
ま

す
。

（
質
疑
終
了
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
４
号

　

大
任
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
大
任
町
乳
幼
児
医
療
費

の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
変
更
の
た

め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

う
で
、
そ
の
詳
細
説
明
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
教
育
課
長　

新
１
年
生
に
関
し
て

の
調
査
は
、
住
民
課
の
保
育
所
で
の

調
査
と
新
入
学
者
に
つ
い
て
の
学
校

の
説
明
会
の
二
通
り
の
方
法
で
新
入

生
の
動
き
を
つ
か
ん
で
い
る
状
況
で

ご
ざ
い
ま
す
。
ど
ち
ら
が
担
当
す
る

か
と
い
う
事
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
予

算
に
つ
き
ま
し
て
は
住
民
課
福
祉
の

方
で
今
ま
で
通
り
、
そ
の
運
営
に
関
し

て
は
教
育
委
員
会
の
方
で
行
い
ま
す
。

○
宮
本
委
員　

学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
は
、
私
が
住
民
課
長
時
代
に
た
た

き
台
を
作
り
、
学
校
の
敷
地
内
で
小

学
生
を
預
か
り
、
そ
の
保
護
者
は
Ｐ

Ｔ
Ａ
で
社
会
教
育
関
係
団
体
で
あ
る

の
で
、
教
育
委
員
会
が
受
持
ち
と
言

う
事
で
17
、
８
年
前
に
教
育
委
員
会

に
渡
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

な
の
に
、
担
当
部
者
が
は
っ
き
り
し

な
い
答
弁
を
し
た
の
で
、
保
護
者
会

が
不
信
感
を
抱
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

○
教
育
課
長　

新
し
い
条
例
に
基
づ

く
放
課
後
健
全
育
成
事
業
の
在
り
方

と
い
う
も
の
が
、
よ
り
良
い
放
課
後

健
全
育
成
事
業
を
す
る
た
め
に
、
今

ま
で
と
変
わ
る
の
か
、
変
わ
ら
な

い
で
い
い
の
か
個
別
具
体
の
と
こ
ろ

を
調
べ
て
い
る
経
緯
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。
そ
の
辺
の
と
こ
ろ
で
、
不
快
な

思
い
を
さ
せ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
な

ら
ば
、
十
分
お
詫
び
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
い
い
学
童
を
や
る
と
い

う
事
に
つ
い
て
は
、
一
生
懸
命
取
り

組
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

以
上
で
、
総
務
常
任
委
員
会
を
閉

会
し
ま
し
た
。

て
終
了
し
ま
し
た
。

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

※
内
容
に
つ
い
て
は
、
総
務
常
任
委

員
会
と
同
じ
で
す
の
で
、
19
ペ
ー
ジ

を
ご
参
照
願
い
ま
す
。

　

質
疑
＆
回
答

○
佐
々
木
委
員　

直
方
バ
イ
パ
ス
延

伸
つ
い
て
の
状
況
を
教
え
て
頂
き
た

い
。

○
事
業
課
長　

27
年
11
月
に
県
の
評

価
委
員
会
で
採
択
さ
れ
れ
ば
正
式
に

事
業
化
が
決
ま
る
予
定
で
す
。
事
業

化
さ
れ
た
場
合
は
平
成
28
年
４
月
に

着
工
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

○
佐
々
木
委
員　

し
じ
み
の
生
育

状
況
や
今
後
の
出
荷
予
定
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

ま
た
、
納
豆
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
に
つ

い
て
は
、
い
つ
頃
の
予
定
で
す
か
。

○
特
産
品
開
発
課
長　

し
じ
み
の
生

育
に
つ
い
て
は
、
３
年
を
経
過
し
て

大
き
い
も
の
に
つ
い
て
は
ア
サ
リ
く

ら
い
の
大
き
さ
に
育
っ
て
い
ま
す
。

以
前
、
ご
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
よ
う
に
養
殖
を
開
始
す
る
に

あ
た
り
親
貝
と
な
る
安
全
な
母
貝
の

確
保
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
当
初
の

計
画
よ
り
個
体
の
増
加
に
時
間
を
要

す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
毎
年
順
調
に
稚
貝
が
増
え

て
い
ま
す
。
た
だ
、
本
町
の
し
じ
み

は
で
き
る
だ
け
大
粒
の
も
の
に
育
て

て
、
市
販
さ
れ
て
い
る
も
の
と
ま
ず

サ
イ
ズ
で
差
別
化
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
３
年
か

ら
４
年
を
か
け
て
、
あ
る
程
度
の
大
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各
日
程
第
１
～
日
程
第
15

議
案
の
一
括
上
程

（
各
常
任
委
員
長
報
告
、
委
員
長
に

対
す
る
質
疑
・
討
論
採
決
）

○
総
務
常
任
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
（
委
員
長　

﨑
野
英
樹
）

　

３
月
９
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託

さ
れ
た
５
議
案
に
つ
い
て
、
３
月
９

日
午
前
11
時
か
ら
総
務
常
任
委
員

会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
議
し
た
結

果
、
委
員
会
は
原
案
の
と
お
り
５
議

案
を
全
員
異
議
な
く
可
決
す
べ
き
と

決
定
し
ま
し
た
。

○
地
域
振
興
常
任
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
（
委
員
長　

永
原
髙
文
）

　

３
月
９
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託

さ
れ
た
７
議
案
に
つ
い
て
、
３
月
10

日
午
前
10
時
か
ら
地
域
振
興
常
任
委

員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
議
し
た

結
果
、
委
員
会
は
原
案
の
と
お
り
10

議
案
を
全
員
異
議
な
く
可
決
す
べ
き

と
決
定
し
ま
し
た
。

（
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

・
議
案
第
１
号

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
つ
い
て

・
議
案
第
２
号

　

大
任
町
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
３
号

　

大
任
町
乳
幼
児
医
療
費
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

・
議
案
第
４
号

　

大
任
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
５
号

　

大
任
町
重
度
障
害
者
医
療
費
の
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
６
号

　

町
道
路
線
の
認
定
、
廃
止
及
び
変

更
に
つ
い
て

・
議
案
第
７
号

　

福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
８
号

　

大
任
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
９
号

　

平
成
26
年
度
大
任
町
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
10
号

議 会 本 会 議
12 日開会（審議経過）

本会議最終日

議会からのお知らせ

編集委員会

　

議
会
で
は
皆
様
方
の

生
活
に
直
結
す
る
予
算

な
ど
が
審
議
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
多
く
の
方
々

に
議
会
審
議
を
傍
聴
し

て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

な
お
、
次
回
の
定
例

会
は
平
成
27
年
6
月
の

予
定
で
す
。

●
大
任
町
議
会
議
長

　
　

米
丸　

年 

一

︽
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
︾

●
委
員
長

　
　

松
下　
　

太

●
委　

員

　
　

永
原　

髙
文

●
委　

員

　
　

毛
利　

英
文

●
委　

員

　
　

﨑
野　

英
樹

き
さ
に
育
て
、
安
定
し
た
出
荷
量
が

見
込
め
る
よ
う
に
な
れ
ば
市
場
に
出

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

し
じ
み
の
餌
と
な
る
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

な
ど
の
繁
殖
が
水
温
や
水
質
に
左
右

さ
れ
、
毎
年
変
化
し
て
い
る
た
め
、

こ
の
観
察
も
含
め
て
も
う
１
年
し
じ

み
の
繁
殖
状
況
を
見
さ
せ
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。
納
豆
加
工
セ
ン
タ
ー

に
つ
き
ま
し
て
は
、
井
戸
水
を
安
全

な
状
態
で
使
用
す
る
た
め
の
装
置
を

３
月
末
ま
で
に
設
置
し
、
水
質
が
安

定
し
て
か
ら
最
終
の
水
質
検
査
や
関

係
機
関
の
許
認
可
等
を
受
け
て
か
ら

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
現

段
階
で
は
平
成
27
年
中
に
稼
働
す
る

予
定
で
あ
り
ま
す
。

○
松
下
委
員　

ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設
の

オ
ー
プ
ン
は
い
つ
頃
で
す
か
。

○
浦
野
副
町
長　

指
定
管
理
等
の
条

例
整
備
が
あ
り
ま
す
の
で
、
６
月
定

例
議
会
以
降
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

○
永
原
委
員
長　

テ
レ
ビ
や
新
聞
等

で
い
ろ
ん
な
事
件
や
事
故
の
報
道
が

あ
っ
て
い
ま
す
。
大
任
町
で
は
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
は
あ
り
ま
す
か
。

○
総
務
課
長　

町
内
に
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
26
年
度
大
任
町
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
11
号

　

平
成
26
年
度
大
任
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
12
号

　

平
成
27
年
度
大
任
町
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て

・
議
案
第
13
号

　

平
成
27
年
度
大
任
町
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
14
号

　

平
成
27
年
度
大
任
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
15
号

　

平
成
27
年
度
大
任
町
水
道
事
業

会
計
予
算
に
つ
い
て

︽
以
上
15
議
案
に
つ
い
て
は
質
疑
・
討

論
な
し
、
採
決
の
結
果
、
全
員
異
議

な
く
可
決
︾

追
加
日
程
第
16

・
議
案
第
16
号

　

大
任
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
及
び
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る

職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

内
容
は
、
国
家
公
務
員
の
給
与
改

定
に
伴
い
、
本
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

︽
質
疑
・
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
、

全
員
異
議
な
く
可
決
︾

　

以
上
で
平
成
27
年
第
１
回
大
任
町

議
会
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

○
永
原
委
員
長　

公
共
施
設
、
特
に

小
中
学
校
、
役
場
等
に
設
置
を
し
て

事
件
、
事
故
等
の
予
防
を
し
て
頂
き

た
い
。

○
総
務
課
長　

事
件
、
事
故
等
の
予

防
の
観
点
か
ら
前
向
き
に
考
え
た
い
。

　

以
上
で
地
域
振
興
常
任
委
員
会
を

閉
会
し
ま
し
た
。
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